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川西町新庁舎整備検討委員会 

第３回委員会 議事録 

 

１ 日  時 平成２９年１０月１９日（木） 午後７時～午後９時 

２ 場  所 川西町中央公民館 視聴覚室 

３ 委  員 長谷川潔美委員長 岡田清一副委員長 山口德夫委員 

       星野廣志委員 松浦衞委員 山田順一委員 藤倉利英委員 

       安部眞委員 齋藤二男委員 菅美和子委員 吉村広喜委員 

       福島誠委員 井上清人委員 

４ 欠席委員 ２名 

５ 町出席者 町長 副町長 総務課長 未来創造室長 税務会計課長 

       教育総務課長 事務局員４名 

６ アドバイザー 公益財団法人山形県建設技術センター ２名 

 

 

１ 開会 

 司会（事務局）による開会。 

 

２ 町長挨拶 

 委員の皆様からは、これまでも貴重なお時間をいただきながら、多くの御意

見をいただいており、感謝申し上げる。 

 前回の委員会の後、９月２８日から各地区説明会を行い、町民の皆様から様々

な御意見をいただいてきた。また９月２２日からは、自治会長の御協力のもと、

基本計画（案）についてのアンケートを実施し、約４０％の回答率であった。

アンケートにおいても多くの御意見をいただくことができた。 

 本日は、前回いただいた御意見や各地区説明会、アンケートの状況を踏まえ、

内容を精査した基本計画（案）をお示しする。基本計画（案）に記載している

新庁舎整備の必要性、基本理念、規模、機能、位置、事業計画、事業費等につ

いて、御意見を賜りたい。 

 本日の御議論を踏まえ、来週には議会へ基本計画（案）をお示しし、１０月

中には基本計画を策定したいと考えている。 

 お忙しい中御参加いただいていることに心から感謝申し上げる。 

 

３ 委員長挨拶 

 今回の新庁舎については、新しい建物を、新しい場所に、新しい機能で整備

するということで、様々な課題があるところだが、役場には行政機能だけでは

なく防災機能という大事な機能がある。人の命を守るということは大変大事な

ものであり、是非いいものが早く整備されるよう願っている。 

 本日も、皆様から忌憚のない御意見を賜りたい。 

 

４ 報告 

 （１）川西町新庁舎整備基本計画（案）に係るアンケートの実施結果（速報

値）について 

 （２）川西町新庁舎整備基本計画（案）に係る各地区説明会の開催結果につ
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いて 

   配付資料（川西町新庁舎整備基本計画（案）に係るアンケート集計結果

（速報）、川西町新庁舎整備基本計画（案）に係る各地区説明会の開催概要）

に基づき事務局が報告 

 

５ 説明及び協議 

 （１）川西町新庁舎整備基本計画（修正案）について 

   配付資料（川西町新庁舎整備基本計画（案））に基づき事務局が説明 

 

【協議内容】 

（委員） 

 駐車場について、来庁者の安全確保とはどのような想定か。 

 また、太陽光などの自然エネルギーについて、これまで費用対効果は検証し

ているか。 

 新庁舎での文書管理については、退庁時には文書等は机の上にはなく、パソ

コンだけが置いてあるようなイメージを考えているが、どう考えているか。 

 

（事務局） 

 来庁者の安全確保については、方向性として降雪時の融雪等をイメージして

いるが、具体的な検討は設計段階になる。 

 自然エネルギーについても、安全確保と同様、詳細は設計段階で検討する。 

 文書管理についても、今後の検討事項ではあるが、現在、文書の保存年限等

のルールが徹底されていない状況であり、ペーパーレス化も念頭に抜本的に見

直していく必要があると考えている。 

 

（委員） 

 本日の基本計画（案）は、町民のことを第一に考えて作成されている印象が

ある。 

 しかし、もっと職員が働きやすい庁舎など、職員の働く意欲が沸くようなこ

とも盛り込んでいいのではないか。温かみに欠けるような気がする。 

 また、議会の機能についての文書量が、他の項目と比べて少ない気がする。 

 以前、役場のトイレを借りたときに、女性職員がトイレ内で歯磨きをしてい

るのを見かけた。お互いに気を遣うようなところがあり、新庁舎ではそういう

ことも解消できるとよい。 

 

（事務局） 

 貴重な御意見として承る。 

 なお、議会機能については、現在、議会内の新庁舎整備特別委員会において

別途御議論いただいている。 

 

（委員） 

 セキュリティに関する記載がないが、大丈夫か。 

 

（事務局） 

 記載について調整させていただく。 
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（委員） 

 福利厚生に関連して、通常の民間企業であれば、昼食は自席で食べることは

なく、ほとんど食堂で食事をしている。 

 

（事務局） 

 重要な課題と捉えており、設計段階において検討していきたい。 

 

（委員） 

 煙草については、吸う人も吸わない人もいる。煙草を吸う人のための環境も

必要ではないか。 

 

（原田町長） 

 煙草については、これまで庁内でもかなり議論があった。委員各位からも様々

な御意見をいただきたい。 

 

（委員） 

 一般来庁者も利用できる喫煙室があるとよい。建物の外に喫煙所があるとイ

メージが悪い。 

 

（委員） 

 跡地利用については、ぜひ地域住民の声を十二分に反映して進めていただき

たい。 

 

（委員） 

 その地域の歴史文化をきちんと訴えていくことが重要であり、交流人口の拡

大に繋がるものと考えている。 

 跡地利用について、詳しくは今後の検討だと思うが、小松地区のみならず町

全体の歴史・文化について誰が見てもわかるような、地域住民が関われるよう

な場がないと、忘れ去られてしまう。 

 これまで様々な観光地を見てきたが、水が流れる風景はよい。川西町にはそ

の下地がある。明治以降の人たちが使っていた痕跡がたくさんあり、もっと活

用できる。跡地を核にして、町全体を連携するようなまちづくりが必要と考え

ている。 

 

（委員） 

 煙草の件について、喫煙ルームは必要と思うが、吸う人だけがその時間にの

んびりできるのは不公平。吸わない人ものんびりできるスペースがあればいい

と思う。 

 窓口のワンストップ化については、一か所で全ての手続きが行えるというイ

メージか。その際、手続きに必要な様式の統一等も併せてできると便利になる

と思う。 

 福利厚生については、最近は自販機コンビニなどもあるので、導入できると

よい。 

 セキュリティについては、庁舎内のエリアの区分けや防犯カメラ設置は必要
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だと思う。 

 

（事務局） 

 ワンストップについては、一つの階に利用度の高い部門を設置し、分かりや

すい案内表示を設置するイメージでいる。様式や福利厚生、セキュリティにつ

いても、今後詳細を検討してゆく。 

 

（委員） 

 他の自治体では、職員のための憩いのスペースを設置している自治体もある。 

 売店までは要らないと思うが、スペースが取れるならば、職員が雑談しなが

らコーヒーを飲めるようなスペースがあるとよい。 

 

（原田町長） 

 職員が働きやすい庁舎については、内部の議論だけでは記載しにくい部分で

はある。そのような意見をいただけるのは大変ありがたい。 

 

（委員） 

 オープンフロアについて、どのような捉え方をしているか。自分のイメージ

では、席がなく、パソコンだけがあって、上位職のみの席があるイメージにな

る。 

 

（事務局） 

 ワンフロアの中に各部署があり、そこに職員の机などがあるイメージを持っ

ている。 

 

（委員） 

 勘違いされる可能性がある。表現について見直した方がよいと思う。 

 また、太陽光発電について、この時代において果たして新しいものなのか、

今これが廃棄物になろうとしている中で、「太陽光発電等」という記載も危険で

はないか。 

 

（事務局） 

 町の自然エネルギー賦存量は雪、日射量が多い。そのイメージでは、太陽光

等と記載しているが、再精査させていただく。 

 

（委員） 

 防災拠点施設としての考え方から、発電機を明記すべきと思う。 

 

（事務局） 

 再精査させていただく。 

 

（委員） 

 ＡＩ化、自動化、ロボット化に対する考え方はどうか。 

 

（事務局） 
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 今後の大切な課題と捉えている。 

 

（委員） 

 新庁舎整備はこれくらいの大プロジェクトなので、何かひとつでいいから、

どこにもないような特徴・機能があるとよい。どこにもないアーティスティッ

クなものとか、どこにもないミニ日本一と言えるような目玉になるようなもの

があるとよい。また、全体的なまちづくりの視点などもあるとよい。 

 

（委員） 

 職員数についての議論もあるところだが、自分が関わっている中では、今の

職員は時間外もかなり多く、休日も出勤するなど、本当に休んでいるのだろう

かと思うこともある。新庁舎は職員が働きやすく、能力を発揮できる庁舎にな

るといいと思う。 

 また、防災の観点からは、ヘリポートを設置できるとよい。町内には、防災

ヘリ「もがみ」が降りられるところがない。 

 

（事務局） 

 貴重な御意見として承る。 

 

（委員） 

 概算事業費が３６億円で、延床面積４，５００㎡の庁舎ということで、かな

り大変な事業になろうかと考えている。 

 利用者が入りやすいような庁舎になるといいと思う。現在の庁舎はトイレが

狭い。もっと余裕をとっていいと思う。 

 また、会議室の椅子について、もっとひとに優しい椅子だと良い。 

 

（委員） 

 小松地区は、戦前からものすごくいい米が場所であり、米と酒が大きな特徴。。

新潟のコシヒカリ関係者も、一時期は小松に見学にきたほどである。 

 こうしたことから、特徴として、庁舎のフロアの一角にちょっとした米を植

えるスペースがあってもいいのではないかと思った。 

 

（委員） 

 防災機能については、耐震の内容が多く記載されているが、羽越水害から５

０年を経過した中、水害はいつ起こるかわからない。発電機等を２階や３階に

設置するなど、水害の可能性を踏まえて機能を配置してほしい。 

 

（委員） 

 どんなに立派な庁舎になっても、ハードを機能させるのは人間であり、職員

の能力をうまく発揮できる環境が必要。 

 

６ その他 

 事務局から、第１回、第２回会議の議事録について、委員各位からの修正を

反映し、委員長・副委員長による確認後に公開することについて報告。 
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７ 閉会 

 司会（事務局）による閉会。 

 


